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市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
平
成
二
十
一
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
市
政
に

対
し
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
春
、
川
越
を
舞
台
に
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
つ
ば
さ
」

が
始
ま
り
ま
す
。
埼
玉
県
で
は
初

め
て
の
舞
台
の
地
と
し
て
、
本
市

が
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
三

月
末
か
ら
の
半
年
間
、
情
緒
豊
か
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新
春
を
迎
え
て

な
小
江
戸
川
越
の
風
景
が
、
テ
レ

ビ
を
通
し
て
全
国
に
紹
介
さ
れ
ま

す
。
こ
の
事
は
、
大
き
な
経
済
効

果
を
川
越
に
も
た
ら
す
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
市
民
の
皆

様
が
時
の
鐘
・
蔵
造
り
の
町
並
み

な
ど
歴
史
的
建
造
物
を
守
り
、
川

越
ま
つ
り
に
代
表
さ
れ
る
川
越
独

自
の
文
化
を
大
切
に
し
て
き
た
こ

と
が
、
評
価
さ
れ
た
も
の
と
誇
ら

し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
川
越
商
工
会
議
所
な

ど
三
十
七
団
体
で
構
成
す
る
「
つ
ば
さ
」
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、

「
つ
ば
さ
」
に
対
す
る
協
力
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

「
つ
ば
さ
」
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
初
め
て
川
越
を
訪
れ
る
観
光
客

６月６月６月141414日、川越駅を日、川越駅を日、川越駅を
出発し渋谷駅に向かう出発し渋谷駅に向かう出発し渋谷駅に向かう
東武東上線の車両東武東上線の車両東武東上線の車両

写真は掲載することができません。
写真をご覧になりたい場合は、市役
所などで配布している、広報川越を
ご覧ください。
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の
皆
さ
ん
を
、
温
か
く
も
て
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
多
く
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い

た
だ
く
た
め
、
観
光
環
境
の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
正
に
今
、

川
越
は
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
、
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
お
り
ま
す
。

観
光
客
一
千
万
人
に
向
け
て
、
大
き
な
力
に
な
る
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
六
月
か
ら
、
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
が
渋
谷
ま
で
開

業
し
、
東
武
東
上
線
と
相
互
直
通
運
転
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
の
都
心
に
向
か
う
選
択
肢
が
一
つ
増
え
ま

し
た
。
都
心
か
ら
川
越
を
訪
れ
る
観
光
客
も
増
加
し
、「
こ
ん
な
に

東
京
に
近
く
、
江
戸
情
緒
が
残
る
ま
ち
が
あ
っ
た
の
か
」
と
、
驚
き

と
共
に
、
高
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
が
住
む
こ
と
に

誇
り
を
持
て
る
川
越
の
実
現
も
、
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
本
市
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
で
は
、「
ひ
と
、
ま
ち
、
未
来
、
み
ん

な
で
つ
く
る
　
い
き
い
き
川
越
」
を
将
来
都
市
像
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
、

家
庭
や
地
域
に
お
け
る
相

互
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
市
民

北部市街地から富士山を望む北部市街地から富士山を望む北部市街地から富士山を望む

親子の交流の場・子育て支援室親子の交流の場・子育て支援室親子の交流の場・子育て支援室
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の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、
自
立
・
助
け
合
い
・
地
域
活
動
へ
の
参

加
を
支
援
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
老
人
憩
い
の
家
の
整
備
・
健
康
長
寿
奨
励
金
な
ど
の
高
齢

者
の
生
き
が
い
対
策
、
中
学
生
ま
で
の
入
院
医
療
費
の
無
料
化
・
妊

婦
検
診
の
拡
充
に
よ
る
子
育
て
支
援
な
ど
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
四
月
上
旬
に
は
、
東
部
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
、
多
目

的
ホ
ー
ル
や
会
議
室
を
備
え
た
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
の
相
互
交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
文
化
向
上

と
心
豊
か
な
地
域
社

会
づ
く
り
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。

四
月
下
旬
か
ら
五

月
上
旬
に
か
け
て
、

高
階
市
民
セ
ン
タ
ー

が
出
張
所
・
公
民

館
・
図
書
館
・
児
童

館
の
四
つ
の
機
能
を

持
つ
複
合
施
設
と
し

て
オ
ー
プ
ン
い
た
し

ま
し
た
。
周
辺
地
域

に
お
住
ま
い
の
皆
様

の
利
便
性
を
高
め
、

新
し
い
出
会
い
・
交

流
・
発
見
の
場
と
な

る
よ
う
な
地
域
の
拠

点
と
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
と
し
十
二
月
に
完
成
予
定
の
（
仮

称
）
名
細
地
区
統
合
公
民
館
は
、
出
張

所
・
公
民
館
の
機
能
を
持
ち
、
地
域
の

生
涯
学
習
の
拠
点
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
を
推
進
す
る
施
設
と
し
て
建
設
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

川
越
城
本
丸
御
殿
は
、
雨
漏
り
な
ど

建
物
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
平
成
二
十
三
年
春
の
完
成
を
目
指
し
昨
年
十
月
に
保
存
修
理

工
事
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
し
、

災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
安
全
を
向
上
す
る
た
め
、
小
中
学
校
校

舎
の
耐
震
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
埼
玉
県
の
施
行
事
業
と
し
て
川
越

北
環
状
線
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
と
し
は
県
道
片
柳

川
越
線
と
の
交
差
点
か
ら
国
道
２

５
４
号
と
の
交
差
点
ま
で
の
区
間

が
開
通
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
で
は
同
環
状
線
に

接
続
す
る
道
路
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
前
を
通
る
都
市

計
画
道
路
三さ

ん

田で
ん

城し
ろ

下し
た

橋は
し

線
に
つ
き

ま
し
て
は
、
中
心
市
街
地
の
交
通

の
円
滑
化
と
市
民
の
皆
様
の
安
全

周辺地域の拠点・高階市民センター周辺地域の拠点・高階市民センター周辺地域の拠点・高階市民センター

市道0017号線から県道片柳川越線まで市道0017号線から県道片柳川越線まで市道0017号線から県道片柳川越線まで
開通した川越北環状線開通した川越北環状線開通した川越北環状線

建設工事が進む、（仮称）新清掃センターの熱回収施設建設工事が進む、（仮称）新清掃センターの熱回収施設建設工事が進む、（仮称）新清掃センターの熱回収施設
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を
確
保
す
る
た
め
に
整
備
を
進
め
、
ま
も
な
く
完
成
す
る
予
定
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題
は
、
今
世
紀
最
大
の
課
題
と
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
本
市
で
は
平
成
八
年
か
ら
無
理
な
く
、
抵
抗
な
く
、

自
然
体
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
一
パ
ー
セ
ン
ト
節
電
運
動
や
、
市

の
施
設
に
は
積
極
的
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
市
レ
ベ
ル
で
は
全
国
で
三

番
目
と
な
る
「
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
」
に
基
づ
き
、
こ
と
し
は

「（
仮
称
）
川
越
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
」
の
策
定
を
進

め
て
お
り
ま
す
。市
民
の
皆
様
や
事
業
者
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、

地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
（
仮
称
）
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
来
年
四
月
の
稼
働

を
目
指
し
、
安
全
に
十
分
留
意
し
て
、
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

川
越
市
は
、
古
く
か
ら
埼
玉
県
西
部
地
域
に
お
け
る
産
業
・
経

済
・
文
化
・
観
光
な
ど
の
中
心
都
市
と
し
て
、
発
展
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
と
し
は
新
た
な
飛
躍
の
時
を
迎
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の
い
っ
そ

う
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
私
は
本
年
二
月
に
市
長
を
退

任
い
た
し
ま
す
。

市
長
職
四
期
十
六
年
の
間
、
川
越
市

政
に
全
力
投
球
で
き
た
こ
と
を
顧
み

て
、
感
無
量
の
心
境
で
あ
り
ま
す
。
今

ま
で
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
市
民

の
皆
様
の
一
方
な
ら
ぬ
ご
厚
情
と
ご
協

力
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
感
謝
と
共
に

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
こ
と
し
一

年
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

川越の玄関口・多くの人が行き交う川越駅東口川越の玄関口・多くの人が行き交う川越駅東口川越の玄関口・多くの人が行き交う川越駅東口



（
学
生
や
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

外
国
籍
の
方
も
加
入
対
象
）。

国
民
年
金
制
度
は
国
が
運
営

し
、
皆
さ
ん
の
老
後
の
所
得
を
老

齢
基
礎
年
金
と
い
う
形
で
保
障
し

ま
す
。
ま
た
万
一
、
病
気
や
け
が

な
ど
で
障
害
が
残
っ
た
場
合
の
障

害
基
礎
年
金
や
死
亡
し
た
と
き
遺

族
に
支
払
わ
れ
る
遺
族
年
金
が
、

一
定
の
要
件
に
基
づ
い
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
ず
に
い
る
と
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
将
来
を
考
え
て
、
老

後
に
安
定
し
た
収
入
と
し
て
年
金

を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
、
二
十
歳

に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入

支
払
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
報
告
書
に
は
、

昨
年
一
年
間
に
支
払
っ
た「
給
与
」

「
賞
与
」
な
ど
、
す
べ
て
の
給
与

支
払
金
額
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
は
、
従
業
員
の
方
が
平

成
二
十
一
年
一
月
一
日
現
在
に
住

ん
で
い
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
区
町

村
長
あ
て
で
す
。

な
お
、
昨
年
中
に
退
職
し
た
方

に
つ
い
て
も
、
同
様
に
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

給
与
所
得
の
ほ
か
に
所
得
が
な

い
方
は
、
こ
の
報
告
書
が
事
業
所

か
ら
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

市
・
県
民
税
の
申
告
を
済
ま
せ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

提
出
期
限
・
場
所
…
２
月
２
日
席

ま
で
に
市
民
税
課
（
本
庁
舎
二

階
）

問
い
合
わ
せ
…
市
民
税
課
個
人
住

民
税
担
当

℡
２
２
４-

５
６
４
０
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川
越
市
長
選
挙
・
川
越
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

投
票
日
＝
１
月
25
日
隻

投
票
時
間
＝
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
・
℡
２
２
４-

６
１
２
０

期
日
前
投
票
の
日
時
・
会
場
…
１
月
19
日
席
〜
24
日
析
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
＝
本
庁
舎
七
階

７
Ａ
会
議
室
▼
１
月
21
日
戚
〜
24
日
析
、
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
７
時
＝
ア
ト
レ
六
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ル
ー
ム
Ａ
・
メ
ル
ト
（
西
文
化
会
館
）
・
高
階
市
民
セ
ン
タ
ー

交通安全世代間交流事業を実施
川越市交通安全母の会が主催する交通安全世

代間交流事業が、12月14日、仙波小学校で行

われました。この事業は、交通事故を抑止する

とともに、地域の交流と安全・安心なまちづく

りを促進することが目的です。子ども・親・高

齢者の３世代が、交流を楽しみながら、正しい

自転車の乗り方などの講習を受けていました。

問い合わせ…安全安心生活課・℡224－5721

昨年の訓練の様子昨年の訓練の様子昨年の訓練の様子
（喜多院）（喜多院）（喜多院）

交通安全母の会の皆さんによる交通安全母の会の皆さんによる交通安全母の会の皆さんによる
交通安全にちなんだ劇も行われました交通安全にちなんだ劇も行われました交通安全にちなんだ劇も行われました

二
十
歳
に
な
っ
た
ら

「
国
民
年
金
」

二
十
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
成

人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た

し
、
国
民
年
金
に
も
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

「
そ
ん
な
将
来
の
こ
と
な
ん
て
」

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
長
い
人
生
の
間
に
は
、
何
が

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
時
こ
そ
、
あ
な
た
を
支
え
て
く

れ
る
の
が
国
民
年
金
で
す
。

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
む
二

十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方
が
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

財
防
火
デ
ー
」。
こ
れ
に
合
わ
せ

て
、
次
の
と
お
り
文
化
財
防
火
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
の
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時
…
１
月
28
日
戚
、
午
後
１
時

30
分
〜

会
場
…
喜
多
院
・
仙
波
東
照
宮
・

日
枝
神
社（
小こ

仙せ
ん

波ば

町ま
ち

一
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
…
文
化
財
保
護
課

℡
２
２
４-

６
０
９
７

給
与
支
払
報
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

給
与
支
払
時
に
所
得
税
を
源
泉

徴
収
し
て
い
る
事
業
主
は
、
給
与

し
、
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
就
職
し
て
い
て
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は

不
要
で
す
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
や
納
付

猶
予
（
学
生
の
場
合
は
学
生
納
付

特
例
制
度
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
市
民
課
国
民
年
金

担
当
・
℡
２
２
４-

５
７
６
４

み
ん
な
で
守
ろ
う
！

文
化
財

市
内
に
は
数
多
く
の
文
化
財
が

あ
り
ま
す
。
人
類
共
通
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
、
こ
れ
ら
の
文
化
財

を
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ

と
は
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
大

き
な
責
務
で
す
。

一
月
二
十
六
日
席
は
、「
文
化



７ 広報川越№1190・2009.１.10 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/

康
保
険
税
の
年
金
天
引
き
（
特
別

徴
収
）
を
、
希
望
す
れ
ば
口
座
振

替
（
普
通
徴
収
）
に
変
更
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
変
更
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。

申
請
方
法

す
で
に
年
金
天
引
き
に
な
っ
て

い
る
方
と
、
四
月
か
ら
新
た
に
年

金
天
引
き
が
開
始
さ
れ
る
予
定
の

方
が
対
象
で
す
。
一
月
二
十
六
日

席
ま
で
に
申
請
す
る
と
、
四
月
の

年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に
変

更
で
き
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
た
場

合
は
、
次
回
（
六
月
）
以
降
の
変

更
に
な
り
ま
す
。
六
月
以
降
新
た

に
対
象
と
な
る
方
に
は
、
順
次
通

知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

申
請
場
所
…
国
民
健
康
保
険
課
・

医
療
助
成
課
（
本
庁
舎
二
階
）、

出
張
所
・
連
絡
所

持
ち
物
…
被
保
険
者
証
・
口
座
振

替
を
す
る
金
融
機
関
の
通
帳
と

届
け
出
印

＊
郵
送
で
の
申
請
を
希
望
す
る
方

は
、担
当
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
＝
国
民
健
康
保
険
課

国
保
資
格
担
当

℡
２
２
４-

５
８
３
６

長
寿
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
＝

医
療
助
成
課

℡
２
２
４-

５
８
４
２

ス
タ
ジ
オ

ス
タ
ジ
オ

ス
タ
ジ
オ
収
録
収
録
収
録
が
ス
タ
ー
ト
！

が
ス
タ
ー
ト
！

が
ス
タ
ー
ト
！

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
つ
ば
さ
」

三
月
三
十
日
席
か
ら
川
越
を
舞
台
に
放
送
さ
れ
る
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
つ
ば
さ
」。
十
二
月
十
日
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
（
渋し

ぶ

谷や

区
）
で
、
出
演
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
会
見
が
あ
り
ま
し
た
。
会
見
は
、
ヒ
ロ

イ
ン
・
玉た

ま

木き

つ
ば
さ
の
実
家
と
な
る
和
菓
子
屋
「
甘
玉
堂
」
の
セ
ッ
ト
の
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

つ
ば
さ
を
演
じ
る
多た

部べ

未み

華か

子こ

さ
ん
は
、「
料
理
の
シ
ー
ン
が
あ
る
の
で
、
料
理
教
室
に
通
い
始
め
ま
し

た
。
川
越
の
刃
物
屋
さ
ん
で
買
っ
た
包
丁
を
使
っ
て
い
ま
す
。
料
理
を
覚
え
る
の
は
楽
し
い
で
す
ね
」。
つ

ば
さ
の
母
・
加か

乃の

子こ

を
演
じ

る
高た

か

畑は
た

淳あ
つ

子こ

さ
ん
は
、「
役

の
設
定
上
、
家
族
と
け
ん
か

を
す
る
シ
ー
ン
が
多
い
で
す

が
、
撮
影
が
終
わ
る
こ
ろ
に

は
、
皆
さ
ん
と
離
れ
が
た
く

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」。

つ
ば
さ
の
父
・
竹た

け

雄お

を
演
じ

る
中な

か

村む
ら

梅ば
い

雀じ
ゃ
く

さ
ん
は
、「
こ

の
セ
ッ
ト
に
は
、
店
の
売
り

場
・
作
業
場
だ
け
で
な
く
、

家
族
の
食
卓
や
寝
室
、
そ
し

て
井
戸
ま
で
あ
り
ま
す
。
撮

影
は
長
丁
場
な
の
で
、
皆
さ

ん
と
結
束
し
て
い
き
た
い
で

す
」。
会
見
は
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
…
観
光
課

℡
２
２
４-

６
３
２
８

平
成
二
十
一
年
度

同
二
十
二
年
度

入
札
参
加
業
者
の
登
録

受
け
付
け

市
が
発
注
す
る
業
務
の
請
負
、

物
品
の
購
入
な
ど
の
入
札
参
加
業

者
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
業
種
…
物
品
・
維
持
管
理
業

務
・
建
設
資
材

受
付
日
時
…
１
月
13
日
惜
〜
23
日

昔
、
午
前
９
時
〜
11
時
▼
午
後

１
時
〜
４
時
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）

受
付
場
所
…
本
庁
舎
三
階
３
Ａ
会

議
室

＊
提
出
書
類
な
ど
は
、
契
約
課

（
本
庁
舎
三
階
）
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
契
約
課

℡
２
２
４-

５
６
３
２

四
月
か
ら

長
寿
医
療
保
険
料
と

国
民
健
康
保
険
税
の

年
金
天
引
き
を
口
座
振

替
に
変
更
で
き
ま
す

四
月
か
ら
、
長
寿
医
療
（
後
期

高
齢
者
医
療
）
保
険
料
と
国
民
健

写真は掲載することができません。
写真をご覧になりたい場合は、市役
所などで配布している、広報川越を
ご覧ください。
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いざ！　災害に備えて⑩
●自主防災組織について　その３
自治会や出張所管内などを単位とした多くの地域で、自主防災組織などの主催による防

災訓練が実施されています。
これらの防災訓練では、初期消火・避難誘導・炊き出し・ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

の使用などの訓練が行われています。訓練に参加することで、災害が発生したときの行動
力を身に付けることができます。市でも、市民の皆さんや防災関係機関の参加・協力を得
て、総合防災訓練を実施しています。
お住まいの地域で、訓練が実施される場合には、積極的に参加しましょう。

防災危機管理課・℡224－5554

大東地区消防特別点検・
防災訓練のＡＥＤ講習

川
越
駅
に
は
、
年
中
無
休
の
観
光

案
内
所
が
あ
り
ま
す
。
東
武
東
上
線

改
札
口
周
辺
の
改
装
に
伴
い
、
昨
年

五
月
に
同
案
内
所
も
新
し
く
な
り
、

目
に
付
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

観
光
情
報
の
提
供
、
川
越
駅
周
辺

や
市
内
名
所
を
巡
る
バ
ス
の
案
内
な
ど
、
仕
事
は
さ
ま

ざ
ま
。
川
越
ま
つ
り
の
時
に
は
、
一
日
の
来
客
数
が
千

人
を
超
え
ま
す
。
観
光
マ
ッ
プ
や
、
名
所
・
施
設
・
バ

ス
な
ど
の
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

三
月
三
十
日
席
か
ら
、
小
江
戸
川
越
を
舞
台
に
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
つ
ば
さ
」
の
放
送
が
始
ま

り
ま
す
。
さ
ら
に
多
く
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
で
、
川
越

の
ま
ち
も
同
案
内
所
も
に
ぎ
わ
い
そ
う
で
す
。

施
設

め
ぐ
り

川
越
駅
観
光
案
内
所

℡
２
２
２-

５
５
５
６

観光案内所

川越駅

西
口

東
口

エレベーター

東武東上線
改札口

ＪＲ川越線
　　改札口

か
わ
ご
え

至
高
麗
川

午前９時～午後４時30午前９時～午後４時30午前９時～午後４時30
分に開設しています分に開設しています分に開設しています

英語・フランス語・ドイツ語・英語・フランス語・ドイツ語・英語・フランス語・ドイツ語・
中国語・ハングルの５か国語で中国語・ハングルの５か国語で中国語・ハングルの５か国語で
書かれたパンフレットもあります書かれたパンフレットもあります書かれたパンフレットもあります

児
童
・
生
徒
の
作
文
⑥

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

私
の
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん

中
学
一
年
生

「
来
週
、
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
こ
っ

ち
に
来
る
か
ら
ね
。」

六
年
生
の
夏
休
み
、
突
然
母
に
言
わ

れ
て
、
私
は
驚
い
た
。
九
州
に
住
ん
で

い
る
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
親
せ
き
の

多
い
埼
玉
の
祖
母
の
家
で
、
一
緒

い
っ
し
ょ

に
暮

ら
し
始
め
る
と
い
う
。私
の
記
憶
で
は
、

あ
ま
り
会
っ
た
こ
と
の
な
い
人
だ
。

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
「
認
知
症
」
と

い
う
病
気
で
、
一
人
で
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し

い
。
し
か
し
、
私
は
病
気
の
こ
と
は
少

し
も
気
に
な
ら
な
か
っ
た
。
ひ
い
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
会
え
る
こ
と
が
楽
し
み
だ
っ

た
か
ら
。

そ
し
て
、
去
年
の
八
月
。
ひ
い
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
祖
母
の
家
に
や
っ
て
き
た
。

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
来
た
日
か
ら
二

ケか

月
く
ら
い
は
、
母
た
ち
も
困
る
く
ら

い
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
様
子
は
お
か
し

か
っ
た
。
真
夜
中
に
起
き
て
、
祖
母
た

ち
に
「
こ
こ
は
ど
こ
？
」
と
聞
い
た
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
怒
っ
て
し
ま
っ

た
り
。

私
に
も
何
回
も
「
何
年
生
？
」
と
か

「
ど
こ
の
子
？
」
と
聞
く
。
認
知
症
は

物
忘
れ
が
激
し
い
と
い
う
こ
と
ぐ
ら
い

頭
の
中
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
実
際

は
う
ま
く
整
理
で
き
な
く
て
困
っ
て
し

ま
っ
た
。

そ
し
て
、
だ
ん
だ
ん
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
会
う
の
が
い
や
だ
な
と
思
う
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
ひ
い

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
何
も
悪
く
な
い
。
悪
く

な
い
人
を
い
や
が
る
自
分
も
き
ら
い
だ

っ
た
。

久
し
ぶ
り
に
親
せ
き
み
ん
な
で
食
事

を
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
見
た
ひ
い
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
笑
っ
て
い
て
、
前
に
見
た
と

き
よ
り
も
元
気
に
な
っ
て
い
る
の
が
わ

か
っ
た
。
そ
し
て
、
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
新
し
い
環
境
に
慣
れ
よ
う
と
必
死
に

頑
張
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
、
ひ
い

ば
あ
ち
ゃ
ん
を
少
し
で
も
い
や
だ
と
思

っ
た
自
分
が
と
て
も
恥
ず
か
し
く
な
っ

た
。

（
つ
づ
く
）

＊
ふ
り
が
な
は
広
報
室
で
付
け
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
度
に
川
越
市
内
の
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作
文
を
ま
と
め
た
人
権
文
集

「
あ
け
ぼ
の
」
か
ら
、
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

教
育
指
導
課
・
℡
２
２
４-

６
１
１
４



昨
年
十
一
月
二
十
一
日
、「
雁
（
か
り
）」
と
し
て
市
の
鳥
に
指
定

さ
れ
て
い
る
天
然
記
念
物
・
「
マ
ガ
ン
」
が
、
伊い

佐さ

沼ぬ
ま

に
飛
来
し
ま

し
た
。
県
生
態
系
保
護
協
会
に
よ
る
と
、
伊
佐
沼
に
マ
ガ
ン
が
来
た

の
は
、
二
十
四
年
ぶ
り
と
の
こ
と
。

マ
ガ
ン
を
発
見
し
た
の
は
、
伊
佐
沼
写
真
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
さ

ん
で
す
。
日
の
出
の
写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
き
に
見
つ
け
、
姿
が
大

き
か
っ
た
た
め
、
初
め
は
白
鳥
か
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

よ
く
見
て
み
る
と
マ
ガ
ン
の
成
鳥
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

体
全
体
は
暗
褐
色
、
く
ち
ば
し
は
淡
い
オ
レ
ン
ジ
色
で
、
成
鳥
は
く

ち
ば
し
の
付
け
根
部
分
か
ら
額
に
か
け
て
白
い
の
が
特
徴
で
す
。

市
は
、
平
成
四
年
に
市
制
施
行
七
十
周
年
を
記
念
し
て
、
市
の
鳥

を
「
雁
（
か
り
）」
に
制
定
。
川
越
城
の
別
名
が
「
初
雁
城
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
古
く
か
ら
川
越
地
方
を
表
す
歌
に
「
雁
」

が
登
場
す
る
な
ど
、
川
越
と
ゆ
か
り
の
あ
る
鳥
で
す
。

マ
ガ
ン
に
か
か
わ
ら
ず
、
動
物
は
気
温
や
水
温
と
い
っ
た
自
然
的

条
件
が
整
い
、
安
心
で
き
、
餌
が
取
れ
る
環
境
が
あ
れ
ば
、
生
息
し

や
す
い
快
適
な
場
所
と
し
て
認
識
す
る
よ
う
で
す
。
川
越
が
再
び
マ

ガ
ン
に
と
っ
て
快
適

な
場
所
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
　
今
後
も
、
多

く
の
生
き
物
に
と
っ

て
良
好
な
生
息
の
場

と
な
る
環
境
を
保
全

し
、
生
態
系
の
維
持

や
種
の
保
存
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。
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「
マ
ガ
ン
」
が
や
っ
て
来
た
！

環
境
政
策
課
・
℡
２
２
４-

５
８
６
６

伊佐沼写真クラブから頂いた、マガン伊佐沼写真クラブから頂いた、マガン伊佐沼写真クラブから頂いた、マガン
の写真。非常に警戒心が強い鳥で、もの写真。非常に警戒心が強い鳥で、もの写真。非常に警戒心が強い鳥で、も
っと近づいて写真を撮ろうとしたら、っと近づいて写真を撮ろうとしたら、っと近づいて写真を撮ろうとしたら、
飛び去ってしまったそうです飛び去ってしまったそうです飛び去ってしまったそうです

昭
和
59
年

以
来

24
年
ぶ
り

短
歌
・
俳
句
・
川
柳

市
民
文
化
祭
入
選
作
品

川
越
市
民
憲
章
に
は
、「
文
化
の
香
り
た
か
い
ま
ち
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
と
川
越
市

文
化
団
体
連
合
会
が
共
催
で
市
民
文
化
祭
を
開
催
し
、市
民
の
皆
さ
ん
の
芸
術
・
文
化
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

正
月
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
時
期
で
す
。
こ
こ
で
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
市
民

文
化
祭
の
、
短
歌
大
会
・
俳
句
大
会
・
川
柳
大
会
で
入
選
し
た
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

短
　
歌

渋
滞
を
承
知
で
選
ぶ
通
勤
路
信
号
待
ち
は
わ
た
し
の
時
間

竹
ノ
谷
房
代(

菅
間)

室
内
は
禁
煙
の
我わ

が
家
ベ
ラ
ン
ダ
の
寒
菊
の
か
げ
に
灰
皿
の
あ
り

鈴
木
秀
子(

北
田
島)

藤と
う

村そ
ん

を
熱
く
説
き
た
る
彼か

の
時
の
君
い
ま
小
さ
く
車
椅い

子す

に
乘の

る

山
崎
桂
子(

六
軒
町
一
丁
目)

電
話
に
て
会
話
の
と
ぎ
れ
た
る
暇

い
と
ま

柱
時
計
の
打
つ
音
き
こ
ゆ

佐
藤
淳
子(

小
ケ
谷)

窓
外
へ
足
突
き
出
し
つ
助
手
席
の
足
裏
見
せ
て
ト
ラ
ッ
ク
が
過
ぐ

小
澤
繁
雄(

石
原
町
二
丁
目
）

俳
　
句

こ
の
次
の
風
で
起た

と
う
か
草
の
絮わ

た

山
崎
た
き(

城
下
町)

お
さ
な
子
の
グ
ウ
を
こ
ぼ
る
る
赤
ま
ん
ま

岸
本
塘
夢(

的
場
一
丁
目)

竹
春
の
日
の
斑ふ

を
踏
め
る
嵯さ

峨が

野の

か
な

橋
本
照
子(

小
仙
波
町
三
丁
目
）

石
ひ
と
つ
拾
ひい

し
わ
れ
の
そ
れ
も
秋

佐
藤
幸
榮(

古
谷
上
）

広
が
り
は
絵
巻
に
勝
る
紅
葉

も

み

じ

狩が
り

山
崎
輝
子(

笠
幡)

川
　
柳

飛
び
切
り
の
提
示
ル
ー
キ
ー
へ
の
期
待

丸
山
し
げ
る(

神
明
町)

は
い
は
い
と
言
っ
て
自
省
の

か
お

が
な
い

時
枝
利
幸(

今
福
）

一
枚
の
絵
馬
に
ぎ
っ
し
り
志
望
校

山
岡
涼
山(

中
原
町
二
丁
目)

明
日
と
言
う
生
き
る
望
み
を
積
み
重
ね

北
川
ふ
じ
子(

三
久
保
町
）

鈍
行
と
決
め
て
余
生
に
欲
が
な
い

和
田
ふ
み
の(

松
江
町
二
丁
目
）
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表通り裏通り

子育ても吹奏楽も
楽しんでいます

～ ママさんブラス川越 ～
子育て中のお母さんが中心となって活動している、ママさんブラス川越。平成19年５月に結成され、ことし活

動開始から２年を迎えます。メンバーの皆さんは、家事や子どもの世話など、忙しい時間の合間を縫って、練習を

しています。この記事では、ママさんブラス川越の活動の様子を紹介します。

マ
マ
さ
ん
ブ
ラ
ス
川
越
は
、代
表
の
吉よ

し

原は
ら

洋ひ
ろ

美み

さ
ん
を
中
心
に
、

子
育
て
中
の
母
親
が
吹
奏
楽
を
楽
し
む
場
を
作
ろ
う
と
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
で
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

十
人
ほ
ど
が
集
ま
り
、
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
小
学
生
の
時

か
ら
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
演
奏
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
出
産

後
練
習
に
行
く
の
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
を

連
れ
て
練
習
が
で
き
る
団
体
を
作
ろ
う
と
思
い
、結
成
し
ま
し
た
」

と
吉
原
さ
ん
。
現
在
は
六
十
人
が
在
籍
し
、
常
時
三
十
人
か
ら
四

十
人
く
ら
い
が
、
東
部
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
楽
器
は
各
自
で
用
意
す
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど

は
吹
奏
楽
の
経
験
者
で
す
。
中
に
は
、
あ
こ
が
れ
て
い
た
楽
器
に

挑
戦
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

活
動
は
、
月
に
三
回
の
練
習
が
中
心
。
そ
れ
に
加
え
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
音
楽
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
、
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
訪

問
演
奏
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、
保
育
園
・
公
民
館
・
福
祉

施
設
、
子
育
て
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
前

で
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
演
奏
す
る
曲
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の

テ
ー
マ
曲
や
童
謡
を
編
曲
し
た
も
の
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
五
月
二
十
三
日
析
に
行
わ
れ
る
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
は
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

結
成
当
時
か
ら
指
揮
者
を
務
め
る
、
山や

ま

口ぐ
ち

秀ひ
で

樹き

さ
ん
は
「
こ
こ

で
の
指
導
は
、
楽
し
く
教
え
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
子
育

て
で
た
い
へ
ん
な
中
、
時
間
を
や
り
く
り
し
て
練
習
に
来
て
い
る

の
で
、
こ
の
時
間
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
練
習
に
子
ど
も
連
れ
で
参
加
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
母
親
の
そ
ば
に
い
た
り
、
練
習
場
所
の
一

角
で
遊
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
演
奏
会
で
、
子
ど
も
た

ち
が
舞
台
に
上
が
っ
て
く
る
の
も
あ
た
り
ま
え
の
光
景
に
な
っ
て

い
ま
す
。
自
分
の
子
ど
も
は
自
分
で
世
話
を
す
る
の
が
、
マ
マ
さ

ん
ブ
ラ
ス
川
越
の
約
束
事
で
す
。
し
か
し
、
練
習
に
夢
中
に
な
る

と
、
つ
い
子
ど
も
か
ら
目
を
離
し
て
し
ま
い
が
ち
…
…
。
そ
う
い

月３回の練習は、曲全体の音合わせが中心になります月３回の練習は、曲全体の音合わせが中心になります月３回の練習は、曲全体の音合わせが中心になります
山口さんの振る指揮棒に合わせて、山口さんの振る指揮棒に合わせて、山口さんの振る指揮棒に合わせて、
合奏が行われます合奏が行われます合奏が行われます

トランペットを担当する皆さんトランペットを担当する皆さんトランペットを担当する皆さん



っ
た
場
合
の
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
の
面
倒
を
見
る
サ
ポ
ー
ト
会

員
が
い
ま
す
。
そ
の
サ
ポ
ー
ト
会
員
で
あ
る
、
古ふ

る

川か
わ

佳よ
し

子こ

さ
ん
は
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
、
泣
い
て
い
る
子
を
あ
や
し
た
り

と
会
場
全
体
を
く
ま
な
く
動
き
回
っ
て
い
ま
す
。「
皆
さ
ん
が
練

習
に
集
中
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
に
目
を
配
っ
て
い
ま
す
。

遊
び
相
手
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
私
の
顔
を
覚
え
て
い
て
く
れ

る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
古
川
さ
ん
。

練
習
の
途
中
に
、
キ
ッ
ズ
タ
イ
ム
と
い
う
時
間
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
い
っ
し
ょ
に
来
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
、
楽

し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
寸
劇
と

誕
生
日
会
で
し
た
。
始
ま
り
の
合
図
と
共
に
、
待
ち
か
ね
た
子
ど

も
た
ち
が
す
ぐ
さ
ま
、
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
当
番
の
メ
ン
バ
ー

が
準
備
し
た
内
容
に
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。「
家
族
の
協
力

が
あ
っ
て
、
私
た
ち
の
活
動
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
聞
い
て
も
ら
え
る
演

奏
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
練
習
を
し
て
い
き
ま
す
」
と
吉
原
さ

ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

子
育
て
を
し
て
い
る
皆
さ
ん

が
み
ず
か
ら
つ
く
り
出
し
た
、

マ
マ
さ
ん
ブ
ラ
ス
川
越
。
そ
こ

に
は
、時
間
を
や
り
く
り
し
て
、

子
育
て
と
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
を
両
立
さ
せ
て
い
る
皆
さ
ん

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
子
育
て

中
は
、
つ
い
、
外
に
出
る
機
会

が
減
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
よ
う

で
す
。
子
育
て
と
趣
味
を
両
立

す
る
こ
と
が
で
き
る
グ
ル
ー
プ

を
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
で
、
子
育
て
が
も
っ

と
楽
し
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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演奏会では赤いエプロンを着けて、舞台に上がります。写真は、11月に行われた第２回子育てフェスタ川越の様子演奏会では赤いエプロンを着けて、舞台に上がります。写真は、11月に行われた第２回子育てフェスタ川越の様子演奏会では赤いエプロンを着けて、舞台に上がります。写真は、11月に行われた第２回子育てフェスタ川越の様子

古川さんが読む絵本に、子どもたち古川さんが読む絵本に、子どもたち古川さんが読む絵本に、子どもたち
が集まりますが集まりますが集まります

お母さん、これなあに？お母さん、これなあに？お母さん、これなあに？
演奏を聞きながら、すやすやと演奏を聞きながら、すやすやと演奏を聞きながら、すやすやと
夢の中へ夢の中へ夢の中へ

キッズタイムの出し物はメンバーで考えていますキッズタイムの出し物はメンバーで考えていますキッズタイムの出し物はメンバーで考えています

ぼくは、将来の指揮ぼくは、将来の指揮ぼくは、将来の指揮
者だよ者だよ者だよ
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介
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ア
カ
マ
ツ
が
変
異
し
た
種
類
の
一
つ
で
、
主
に

園
芸
品
種
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
漢
字
で
書

く
と
「
多
行
松
」。
い
ろ
い
ろ
な
方
向
に
枝
分
か

れ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
漢
字
が
当
て
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

写
真
の
タ
ギ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
は
、「
根
上
が
り
の

松
」
と
呼
ば
れ
る
ク
ロ
マ
ツ
が
あ
る
こ
と
で
知
ら

れ
る
、
市
民
会
館
の
北
側
の
花
壇
に
植
え
ら
れ
た

物
。
高
さ
は
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
横
に
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。
内
側
か
ら
見
る
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
向
に
枝
が
伸
び
て
い
ま
す
。
太
い
幹
に
支

え
ら
れ
た
「
根
上
が
り
の
松
」
と
は
、
違
っ
た
趣

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

237

タ
ギ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ

一
月
二
十
四
日
析
か
ら
市
立
美
術
館
で
特
別
展
「
田
中
屋
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
　
小こ

村む
ら

雪せ
っ

岱た
い

×
岩い

わ

増さ
き

勝か
つ

平ひ
ら

-

ひ
と
を
極
め
る

-

」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
川
越
出
身
の
日
本
画
家
・
小
村
雪
岱
と
洋
画
家
・
岩
増

勝
平
の
作
品
、
約
百
三
十
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

展
示
の
中
心
は
、
人
物
描
写
が
巧
み
だ
っ
た
雪
岱
と
勝
平
が
、
そ

れ
ぞ
れ
描
い
た
人
物
画
。
左
の
「
赤
い
着
物
の
女
」
の
制
作
年
は
不

明
で
す
が
、
昭
和
二
十
六
年
ご
ろ
か
ら
勝
平
は
「
女
十
二
題
」
な
ど

の
婦
人
像
の
シ
リ
ー
ズ
を
、パ
ス
テ
ル
や
木
炭
で
描
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
「
赤
い
着
物
の
女
」
は
、
何
か
に
寄
り
か
か
り
、
考
え
ご
と
を

し
て
い
る
様
子
に
見
え
ま
す
。
ま
た
、
肩
掛
け
を
見
る
と
、
花
柄
の

模
様
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
特
別
展
は
、
三
月
二
十
二
日
隻
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
、
十
二
月
二
十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
・
七
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

岩増勝平　赤い着物の女
77cm×54.5cm パステル

至
日
高
市

ＴＶ「わが街川越」
番組ガイド

広報室・℡224－5495

舟橋市政・４期16年間を振り返る
２月で退任する舟橋功一市長

が、在任中の市政運営について語

ります。

テレビ埼玉
（アナログ＝38ch・デジタル＝32ch）

１月３日析
午前９時30分～９時40分
再放送＝１月４日隻・10日析・

11日隻、午前９時30分～９時

40分


